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して持つ IT 企業との共同研究である．一般に IT 企業の顧客は IT 企業以外であることが多い，そのため，
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[主な業績] 
・スイッチ押下記録による喫煙ログシステム 
 近年アプリなどを用いてライフログを利用する人が増えてきている．ライフログとは人間の活動や行いを記録に
残すこと，又は記録自体を指し日常の活動を認識し見直すことを目的としている．その目的の範囲は広義的で多岐
に渡り，ライフログとして活用される情報も記録の取り方や目的によって多様である. 
 ライフログは記録の取り方に注目すると次の二種類に分けることが出来る．一つは各種センサなどを利用し，利
用者の意思に関わらず自動的に記録を行うもの，もう一つは利用者が意識して手動で記録するものである．具体的
な記録対象としては，前者には GPS による位置情報や活動計による運動量の記録など，後者には食事写真やメモな
どがある．ライフログの継続性いう点では自動記録は利用者の操作を必要としないため容易に記録を継続すること
ができるが，手動の記録では利用者のモチベーションの高さによって記録の欠落などから正確性や継続性に問題が
生じる可能性がある．  
 そこで我々は利用者が手動的に行っていた記録を自動的に記録する手法としてスイッチを押すという行為に着目
した．照明やリモコンなど日常生活でスイッチを操作する機会は多い．スイッチを押すという行為は照明をつける，
チャンネルを変えるなど目的達成のために行われる行為である．スイッチを押すという行為を計測することで利用
者に記録することを意識させずに記録を行うことが出来る．これにより，利用者のモチベーションに左右されずに
正確な捜査の記録をライフログとして利用することができる． 
 本研究では，スイッチ押下を記録する対象として喫煙の記録を用い，ライターによるタバコの着火を自動的に記
録する喫煙ログシステムの構築を行った．これにより，禁煙に対する意識の低い喫煙者であっても，自身の喫煙習
慣を正しく認識することができ，禁煙への意識を高める効果が期待できる． 
 
  
